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リスニングによって指導を

行う基本的考え方

実践的なコミュニケーションを指導の目標とした

とき，最初に指導しなければならないのはリスニン

グである。生徒にはできるだけたくさんのインプッ

トを与えたい。このとき文字で与えるのでは時間が

かかりすぎる。文字は受け手である学習者のペース

で読むことになるからである。

いつまでもある文字に比べて，音声はその場で消

えていってしまう。文字は消えていかないので，学

習者は自分のペースで理解していけばいい。しかし

音声は発話した端から消えていってしまうので，聴

取者は自分のペースではなく発話者のペースで理解

していかなければならない。相手の速いペースに合

わせなければならない。実際の会話でも，ゆっくり

話してくれ，と言ってもすぐに元のスピードに戻っ

てしまうことが多い。つまり音で英語を導入するこ

とは教授者のペースで理解させていくことになり，

理解の速度を教授者がコントロールすることができ

る。これを利用してできるだけ短い時間で大量のイ

ンプットをさせることが大切である。

スピーキングはこの十分なインプットがあってか

ら行なえばいい。自然に英文が口から出てくるよう

になってから，意味を考えてスピーキングに移行す

る。さらに学習者が速いスピードに慣れていれば，

会話練習も短時間で行うことができる。文字を使っ

たコミュニケーションも重要であるが「実践的コ

ミュニケーション」という場合，従来よりも音声に

よるコミュニケーションに重きが置かれる。

また私たちは（特に私は最近），自分の行動を口

に出していることがある。「最初に本屋に行って，

その後でデパートに寄ればいいな」，などと言って

いる自分に気がついて恥ずかしくなることがある。

しかし文字でこのようなことはない。気がついたら

これからの行動をメモに書いていた，などというこ

とは聞いたことがない。こう考えると私たちの思考

というのは音声に近いのではないだろうか。「英語

で考える」ということがあるが，このとき正しい音

声が出てこない場合は，母語の発音などで代用して

考えているのではないだろうか。apple と言いたい

のにそれが言えないのでアップルと言っている。

apple のような実際の英語音ではなく，アップルの

ような母語の発音を基礎とした疑似英語音を用いる

なら，思考用の疑似音と発声用の音声を使い分ける

というさらなる負荷を与えていることにならないだ

ろうか。いったん頭の中に正しい音像ができあがれ

ばどう発音したらいいかを考える必要はなく，何を

言いたいかを考えれば自然に発音できる。口から出

る文は考えなくても自然に発音できように繰り返し

口頭練習する必要がある。そしてさらに意味を考え

れば言いたい文が自然に出てくるように繰り返し練

習することも必要である。

ヒアリングかリスニングか

以前はヒアリング教材だとかヒアリング指導と

いったことばをよく聞いたが，最近はあまり聞かな

くなった。一般に hear という動詞は「（聞こうとし

なくても）聞こえてくる」という意味でとらえるため，

ヒアリングは指導できないということであろうか。

脳の研究をしている人の中には脳は並列処理をす

るので，それを真似たコンピュータの並列処理モデ

ル（PDP モデル）を作りその動きから脳の働きを

探っている人たちがいる。例えば，PDP モデルに
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動詞の過去形を教える。最初に規則変化する動詞を

学習させ，定着したところで不規則変化する動詞を

加えていく。するとこのモデルは taked のような人

間と同じ間違いを犯す。しかもご丁寧に今まで学習

できていた look の過去形を間違えたりする。

このことからこの PDPモデルは人間の脳の働き

を再現していると言ってよいと思われる。そこでこ

のモデルにア，イ，ウ，エ，オの音声を教えたとす

る。その後で [2] を導入するとアだとか，エだとか

答える。[2] は出てこない。何度やっても同じで正

しい答えは出ない。そこで [2] を導入した後，アや

エと答えたら間違いを指摘し，繰り返し練習させる

と [2] を正しく答える。

このことから人間の学習者（中学生）の中にも，

せっかく正しい発音を指導しても自分が間違ってい

ることを繰り返し指摘しないと自分が誤っているこ

とが分からないでいるケースがあると考えられる。

古く構造言語学の時代にはこのような練習はよく

行われた。ＬＬ（Language Laboratory）の初期の利

用法はこのような単音の聞き取りであった。ミニマ

ルペアを繰り返し聞き，違いを聞き取る練習をした。

このためか構造言語学の時代にＬＬで学習した学生

の中には，それ以前より音を正しく聞き取る者が多

く見られた。

私はこのような音そのものを聞き取ることをヒア

リングと呼ぶ。最近はリスニング（意味を考えて内

容を理解する）指導が中心であるが細部にわたる聞

き取りを行う場合，ある程度はヒアリング指導が必

要であると思われる。

このヒアリングに比べてリスニングでは，音以外

のいろいろな条件を考えながら総合的に「わかる」

ことを目指さなければならない。音以外に文法，語

法，状況，人間関係といったものが考慮されなけれ

ばならない。このことは「予測」することであり「話

の流れを読む」ことでもある。折に触れて色々な側

面から「理解」することを指導する必要がある。

授業はリスニングで導入する

では授業でもヒアリングの指導から行うのか。時

間が許すならそれもよいと思う。しかし多くの場合，

授業時間は不足しがちであるので無理にヒアリング

から入ることはない。音の識別は徐々に行えばいい

し，母音については全部を完全に習得する必要はな

い。もともと母音は地域的，社会的な違いが大きい。

外国語として学習する日本人の場合は最低，日本語

の母音と [2] と [6] でいいのではないだろうか。子

音はそうはいかないが日本語にない子音を中心に指

導すればいい。

授業導入の要点

これらを念頭において，授業は以下の点に留意し

て組み立てるのがよいのではないだろうか。

1. 聞いた内容を口頭で繰り返させる

このことで教師は正確に聞き取れたか，誤りが

あったかがわかる。誤りがあれば指摘する。ただコー

ラスリーディングのような場合には 1，2人の誤っ

た発話は全員の音声の中に埋もれてしまう。できれ

ば個人で繰り返させて誤りを指摘するようにするこ

とが望ましい。同じことを何回繰り返しても「誤り

だ」，と学習者に指摘しない場合には正しい学習は行

われないと思わなくてはならない。

2. 繰り返すことで英語のリズムに慣れさせる

英語にはリズムがあることは頭ではわかっても，

実際には身についていないことが多い。たくさんの

文を繰り返し練習する中で，全体として英語のリズ

ムが身についていく。1，2 個の文を繰り返しても

リズムに乗ってこないことが多い。できるだけ多く

の文を言わせることが必要である。日本人の英語が

理解してもらえない場合，個々の発音が悪いという

よりは，全体としてリズムが英語になっていないこ

とが多い。日本語の高低のアクセントを英語の強弱

のアクセントに換え，さらに強と弱が作るリズムを

英語らしくしていく必要がある。基本的に名詞（代

名詞を除く），動詞（be 動詞や助動詞を除く），形

容詞，副詞が強く発話され，それ以外は弱くなるこ

と，そして意味によってはこのルールが崩れること

を身につけるように指導しなければならない。ただ，

このルールだけを覚えさせても実用にはならないの

で注意して欲しい。
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3. 繰り返し練習させて，教科書に出てきた文すべ

 てをできる限り暗記させてしまう

教科書で出た文は片っ端から全部覚えろと言って

も，生徒はなかなか覚えようとはしない。そこで教

師が教科書の文に近いパターンの文を何度も繰り返

させれば全体を覚えるし，また疑問文や否定文を作

成したり，質問と応答などを繰り返して同じ文を何

回も口に出すように配慮すれば，無理に暗記させる

よりも記憶が容易である。中学生は特に暗記が得意

な時期であるので，このようにすればたくさんの文

を覚えてくれる。特にリズムつきで覚えたものはリ

ズムが出るだけで文が口をついて出てくるようにな

る。このためには無理に難しい文を言わせる必要は

ない。1，2 個の単語を入れ替えただけの文をいく

つも練習させればよい。

4. 練習は難しくする必要はない

メカニカルなものを最初に行い，心理的な圧迫感

を取り去ることが必要である。置き換え練習などで

は主語を次々に代えて動詞の変化などを考えさせる

練習などがあるが，そのような複雑な練習をする必

要はない。単純に主語を置き換えていけばできるよ

うな練習で十分である。置き換えを重視するのでは

なく，ターゲットにする文を繰り返して練習させる

ようにする。文の基本構造を習得させる。教科書に

は普通紙面の関係でたくさんの同じような英文が並

んでいることはない。教授者は授業に行く前にいく

つかの文を作って準備しておくとよい。さらにもし

時間があればその後で置き換えだけの練習を行えば

よい。すらすらと出てくるようになったらQ&Aなど

を行って意味とその文を関連付けてやればいい。こ

の作業は生徒同士のペアワークで行うことができる。

5. 音声での指導でスピードが遅い場合は繰り返し

 指導してスピードをつけるようにする

一般に教師は生徒が正しく言えれば練習はそれで

十分とすることが多い。しかし実践的コミュニケー

ションをつけることを考えると，たとえ正しい文が

言えてもスピードが遅いなら「それでは遅い」と繰

り返し指導した方がよい。速く発話することでリダ

クションやデリションのような音声の変化を自然に

身につけることができる。したがって速く発話でき

ても全体の文のリズムを乱してまで速くさせること

はない。生徒があまり速く発話することに注意を払

いすぎる場合には，教師が意図的にゆっくりとリズ

ムをつけて言わせる練習も考えられる。英語のリズ

ムに乗った自分に心地よい速度を身につけさせたい。

6. 速い文を聞き取ることができない

生徒の発話が遅いのではなくテープなどの速い文

が聞き取れないのであれば，テープレコーダなどに

ついているスピードコントローラを利用する。学習

者に任せると速い発話の文をコントローラを使って

スピードを遅くして聞いたりする。しかし遅いもの

を何回聞いても速いものが聞き取れるようにはなら

ない。使う場合には，録音時に遅いスピードで吹き

込まれたテープのスピードを速くして聞き取る練習

をさせる。録音時に速く読まれたものは音変化を伴

う。これを聞き取るのは難しい。すでに音が変化し

たりなくなったりしているからである。速い英文を

聞き取る練習をさせるためには，音変化のないゆっ

くり読まれた英文をスピードを上げて聞き取る練習

をさせよう。

以上のような練習を通して速度をつけていけば

色々な場面で時間を節約することができる。「考え

る」ことの指導は必要だが，本来考えないでもすら

すらと言えなければならない英文を言うのに無駄に

時間を使って練習していては実用にはならない。で

きれば授業時間全体の中で学習者が英文を言ってい

る時間を 3分の 1 は取りたい。これはかなりの時

間である。あいさつも最後のまとめもすべて含んで

の数字である。授業の中心となる時間のほぼ半分を

とることになる。英文を次々にぶつけて言わせるよ

うになると，「英語が自然に出た」，と報告があるか

もしれない。子どもたちは「できるようになる」こ

とが大好きである。授業で練習を繰り返し，「自然

に英語が出てきた」と言われるのは英語教師にとっ

て何よりもうれしいことではないだろうか。その後

で本文の内容についてじっくりとみんなで考える。

こちらは学習者の知的レベルを上げるためにもじっ

くりと考える時間をとりたい。そのために教科書は

題材に力を入れているのだから。


